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 ３月１３日（木）、卒業式前日の朝、６年生

と会える最後の日。そこで、１年生から５年生ま

での大野っ子が「サヨナランウェイ」をつくって、６年生を送りました。６年間生活した校舎の見納めも兼

ねて、校舎の隅々までランウェイをつくる大野っ子。６年生が笑顔で歩きます。拍手、ハイタッチ・・・だ

けでなく、手紙を渡したりもらったり・・・。特に、１年間大切にかかわってきた１年生とは、別れがたい

様子が見られました。最後は、職員室前で先生方と。６年生のみなさん、「幸せな学校」を作ってくれてあり

がとう！そして、卒業、おめでとうございます！大野っ子と別れの挨拶を終えた後、放送室から６年生が大

野っ子に向けてお礼のメッセージを。思い

はたくさんあったので

しょう、最後は言葉に

ならず・・・、「ありが

とう。」と。各教室か

ら、大きなあたたか

い拍手がいつまでもいつまでも聞こえました。ステキな大野っ子、あったかハートい

っぱいの大野小学校でした。 

 

 

３月１４日（金）、快晴でおだやかな日差しの中、学校運営協議会委員の皆

様をご来賓に迎え、「第４４回卒業証書授与式」が行われました。入場してき

た卒業生、緊張した表情を見せながらも堂々と歩く姿は、とても立派でした。 

証書授与も、非常に落ち着いてできました。みんな晴れやかな表情で、「お

めでとう。」と声をかけると、「ありがとうございま

す。」と笑顔で。とてもステキでした。 

クライマックスである「別れの言葉」、歌声はもち

ろんのこと、言葉一つ一つに込めた思いが伝わって

きました。「365日の紙飛行機」の歌では、自分た

ちらしさを出そうと、手話を付けた演出

を。当初、「歌に集中したいから。」と、手

話に反対する意見も多かったと聞いています。自分たちらしい卒業式に

したいという実行委員さんの思いと、それを理解し、協力した仲間たち。

みんなの気

持ちが一つ

になって、ス

テキな歌声

を私たちに。 

「みんなでつくろう幸せな学校」 
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6年前の入学式の日、手をつないで登校してきたことを思い出し、学校を去るこの日も、我々教職員がつ

くる花道をお子さんと手をつないで歩いていただきました。卒業生も保護者の皆様も、とても晴れやかな表

情でした。卒業生のみなさん、改めて、ご卒業、おめでとうございます！ 

 

市川市では、3月

11日を「防災教育

の日」と定めていま

す。そこで、防災朝会を。地震発生、一時避難でシェイクアウト訓練、その

後、防災朝会をオンラインで。市川市のハザードマップでは、震度６の地震が発生した場合、大野地区は液

状化現象が起きると予想されています。その中で、自分の命を守るために・・・、「落ちてこない、倒れてこ

ない、動いてこないところで身の安全を確保する」と伝えました。学校に居る時間は、わずか8時間、同じ

時間を睡眠に、同じ時間を食事や余暇に使っていることを考えると、ダイニングルームで、寝室で、登下校

の道で、身の安全を守ることができる場所を見つけておくことが大切だと伝えました。時間を変えて、抜き

打ち避難訓練を。もちろん、先生方も知りませんでした。地震発生の放送を聞き、校庭で廊下の真ん中で身

を低くすることができました。理科室からの出火の放送を聞き、普段は鍵がかかっている非常階段から速や

かに避難する子どもたち。また、担任が避難場所に到着していなくても、自分たちで並び始める姿も。「イメ

ージしてみよう、理科室から日の手が挙がっている様子を。」「イメージしてみよう、余震で校庭の照明塔が

揺れる様子を。」もはや、災害を防ぐことはできません。災害を少し

でも減らすべく、想像力を働かせ、来る日に備えることが、自分の

命を守ることにつながります。ご家庭でも、「落ちてこない、倒れて

こない、動いてこない場所」見つけておくとよいかもしれません。 

 

3月25日（火）、学年の全課程を修了したので、修了証

書を渡しました。令和6年度の登校日数は、なんと199日。

毎日登校するだけでもすばらしい！さらに、目指す大野っ子

の姿に近づくことができたのか、学習課題にどれだけ取り組むことができたのか、一人ひとりの「あゆみ」

に記されていたことでしょう。次の学年の課題も含めて、今一度、「あゆみ」をご覧

いただけると助かります。その後、1 年間の様子をムービーで振り返りました。改

めて、いろいろな活動にチャレンジしてきたことがわかりました。一つ一つの体験・

経験が、子どもたちの力になったことでしょう。支えてくださった保護者の皆様や

地域の方々には感謝の気持ちしかありません。ありがとうございました。 

引き続き、離・退任式を行いました。令和 6 年度末で離・退任される先生方

は、外国語活動指導員やスクールカウンセラーも含め15名。皆さんが大野っ子

とともにつくってくださった「幸せな大野小学校」を、大切に守っていきます。

ありがとうございました。午後から、職員室で職員のお別

れ式を行いました。ファミリー大野のきずなは強く、それ

だけに、涙涙のお別れ式となりました。 

保護者の皆様、学校教育活動にご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。人との出会い、

貴重な体験から多くのことを学び、一人一人の強みとなりました。ありがとうございました。 

校庭の中央に集まる。 

校庭に二次避難。 


